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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】液晶表示装置の基板間の同電位化を図るための
新規な技術を提供する。
【解決手段】対向配置される第１基板及び第２基板、第
１基板と第２基板の間に配置された液晶層、第１基板１
１の一面側の少なくとも基板端部に設けられた複数の電
極１５ａと、複数の電極の各々と対をなすように配置さ
れる複数の第１部位と当該第１部位の相互間を繋ぐ第２
部位を有しており第１基板の他面側に設けられたジャン
プ配線１７、各々、複数の電極の何れかと接し、かつ当
該接する電極と対をなす第１部位とも接するようにして
第１基板の基板端部を挟んで設けられた複数の導電端子
、を含む液晶表示装置である。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　対向配置される第１基板及び第２基板と、
　前記第１基板と前記第２基板の間に配置された液晶層と、
　前記第１基板の一面側の少なくとも基板端部に設けられた複数の電極と、
　前記複数の電極の各々と対をなすように配置される複数の第１部位と当該第１部位の相
互間を繋ぐ第２部位を有しており前記第１基板の他面側に設けられたジャンプ配線と、
　各々、前記複数の電極の何れかと接し、かつ当該接する電極と対をなす前記第１部位と
も接するようにして前記第１基板の前記基板端部を挟んで設けられた複数の導電端子と、
を含む、液晶表示装置。
【請求項２】
　前記複数の電極は、前記第１基板の基板端部に露出して設けられており、前記第１基板
の前記液晶層と接する内部領域に設けられた画素電極、引き回し配線又はダミー電極の少
なくとも１つと電気的に接続されている、
　請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　対向配置される第１基板及び第２基板と、
　前記第１基板と前記第２基板の間に配置された液晶層と、
　前記第１基板の一面側の少なくとも基板端部に設けられた複数の電極と、
　前記複数の電極の少なくとも１つと接続されており、前記第１基板の前記基板端部と前
記複数の電極の何れか少なくとも１つとの隙間に配置された第１部位と、前記複数の電極
のうち隣り合う電極同士の隙間に配置された第２部位とを有するジャンプ配線と、
　前記複数の電極の何れかと接し、かつ当該接する電極と前記第１基板の基板端部との間
に配置された前記ジャンプ配線の前記第１部位とは接しないように当該第１部位との間に
隙間を確保しつつ前記基板端部を挟んで設けられた導電端子と、
を含む、液晶表示装置。
【請求項４】
　前記ジャンプ配線は、前記第１基板の基板端部に露出して設けられており、前記第２部
位を介して、前記第１基板の前記液晶層と接する内部領域に設けられた画素電極、引き回
し配線又はダミー電極の少なくとも１つと電気的に接続されている、
　請求項３に記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　対向配置される第１基板及び第２基板と、
　前記第１基板と前記第２基板の間に配置された液晶層と、
　前記第１基板の一面側の少なくとも基板端部に設けられた複数の電極と、
　前記第１基板の基板端部において前記複数の電極を覆って配置されて当該複数の電極と
電気的に接続された回路チップと、
　前記第１基板の基板端部において前記回路チップと重なる領域内に設けられており前記
複数の電極のうち少なくとも２つの電極の相互間を接続するジャンプ配線と、
を含む、液晶表示装置。
【請求項６】
　前記ジャンプ配線を介して接続される前記少なくとも２つの電極は、各々、前記第１基
板の前記液晶層と接する内部領域に設けられた画素電極、引き回し配線又はダミー電極の
少なくとも１つと電気的に接続されている、
　請求項５に記載の液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示装置に関する。
【背景技術】
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【０００２】
　特開２００８－４０３０７号公報（特許文献１）には、一方の透明基板にセグメント電
極およびこのセグメント電極とは独立した導電膜部が設けられ、他方の透明基板にコモン
電極およびこのコモン電極とは独立した導電膜部が設けられており、各透明基板の導電膜
部同士が電気的に接続された液晶表示装置が開示されている。この液晶表示装置によれば
、各透明基板の導電膜部同士が同電位になるので、静電気の帯電による表示不具合を防ぐ
ことができる。
【０００３】
　ところで、上記した特許文献１に開示される液晶表装置は、各透明基板の導電膜部がそ
れぞれ１つにつながったものを前提としており、導電膜部同士の重なる領域から選んだ一
カ所に導電材を設けるか、もしくは、導電粒子を含有するシール材を用いて両者間の電気
的な接続が確保されている。
【０００４】
　しかし、所望形状の表示画像を得るためにセグメント電極やコモン電極をより複雑な形
状とすることが必要になる場合もあり、それに伴って、同電位化のための導電膜部などを
細分化する必要が生じる場合もある。この場合、例えば、細分化された各導電膜部同士を
同電位にするためには、これらを全て電気的に接続する必要がある。このため、上記した
ような導電材を配置する手法では、その配置場所を確保するのが難しくなる。また、シー
ル材を介在させる手法では、電気的な接続を確実に確保するためにシール材の幅をより広
くする必要が生じ、その結果、液晶表示装置の狭額縁化という要請に応えることが難しく
なる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００８－４０３０７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明に係る具体的態様は、液晶表示装置の基板間の同電位化を図るための新規な技術
を提供することを目的の１つとする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
［１］本発明に係る一態様の液晶表示装置は、（ａ）対向配置される第１基板及び第２基
板と、（ｂ）前記第１基板と前記第２基板の間に配置された液晶層と、（ｃ）前記第１基
板の一面側の少なくとも基板端部に設けられた複数の電極と、（ｄ）前記複数の電極の各
々と対をなすように配置される複数の第１部位と当該第１部位の相互間を繋ぐ第２部位を
有しており前記第１基板の他面側に設けられたジャンプ配線と、（ｅ）各々、前記複数の
電極の何れかと接し、かつ当該接する電極と対をなす前記第１部位とも接するようにして
前記第１基板の前記基板端部を挟んで設けられた複数の導電端子と、を含む、液晶表示装
置である。
［２］本発明に係る一態様の液晶表示装置は、（ａ）対向配置される第１基板及び第２基
板と、（ｂ）前記第１基板と前記第２基板の間に配置された液晶層と、（ｃ）前記第１基
板の一面側の少なくとも基板端部に設けられた複数の電極と、（ｄ）前記複数の電極の少
なくとも１つと接続されており、前記第１基板の前記基板端部と前記複数の電極の何れか
少なくとも１つとの隙間に配置された第１部位と、前記複数の電極のうち隣り合う電極同
士の隙間に配置された第２部位とを有するジャンプ配線と、（ｅ）前記複数の電極の何れ
かと接し、かつ当該接する電極と前記第１基板の基板端部との間に配置された前記ジャン
プ配線の前記第１部位とは接しないように当該第１部位との間に隙間を確保しつつ前記基
板端部を挟んで設けられた導電端子と、を含む、液晶表示装置である。
［３］本発明に係る一態様の液晶表示装置は、（ａ）対向配置される第１基板及び第２基
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板と、（ｂ）前記第１基板と前記第２基板の間に配置された液晶層と、（ｃ）前記第１基
板の一面側の少なくとも基板端部に設けられた複数の電極と、（ｄ）前記第１基板の基板
端部において前記複数の電極を覆って配置されて当該複数の電極と電気的に接続された回
路チップと、（ｅ）前記第１基板の基板端部において前記回路チップと重なる領域内に設
けられており前記複数の電極のうち少なくとも２つの電極の相互間を接続するジャンプ配
線と、を含む、液晶表示装置である。
【０００８】
　上記各構成によれば、液晶表示装置の基板間の同電位化を図るための新規な技術を得る
ことができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】図１は、第１実施形態の液晶表示装置の構造を示す平面図である。
【図２】図２は、第１実施形態の液晶表示装置の第１基板に設けられる電極の構造を示す
平面図である。
【図３】図３は、第１実施形態の液晶表示装置の第２基板に設けられる電極の構造を示す
平面図である。
【図４】図４は、第１実施形態の液晶表示装置の構造を示す部分断面図である。
【図５】図５は、第２実施形態の液晶表示装置の構造を示す平面図である。
【図６】図６は、第２実施形態の液晶表示装置の第１基板に設けられる電極の構造を示す
平面図である。
【図７】図７は、第２実施形態の液晶表示装置の第２基板に設けられる電極の構造を示す
平面図である。
【図８】図８は、第２実施形態の液晶表示装置の構造を示す部分平面図である。
【図９】図９は、第２実施形態の液晶表示装置の構造を示す部分断面図である。
【図１０】図１０は、第３実施形態の液晶表示装置の構造を示す平面図である。
【図１１】図１１は、第３実施形態の液晶表示装置の第１基板に設けられる電極の構造を
示す平面図である。
【図１２】図１２は、第３実施形態の液晶表示装置の第２基板に設けられる電極の構造を
示す平面図である。
【図１３】図１３は、第３実施形態の液晶表示装置の構造を示す部分平面図である。
【図１４】図１４は、第４実施形態の液晶表示装置の構成を示す概念図である。
【図１５】図１５は、第５実施形態の液晶表示装置の構成を示す概念図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
（第１実施形態）
　図１は、第１実施形態の液晶表示装置の構造を示す平面図である。図２は、第１実施形
態の液晶表示装置の第１基板に設けられる電極の構造を示す平面図である。図３は、第１
実施形態の液晶表示装置の第２基板に設けられる電極の構造を示す平面図である。図４は
、第１実施形態の液晶表示装置の構造を示す部分断面図である。図４は、図１に示すａ－
ａ線における断面に対応している。各図に示す本実施形態の液晶表示装置１は、有効表示
領域（内部領域）２内に、各々独立に点消灯可能な複数のセグメント表示部３を備え、こ
れらセグメント表示部３に対して、ピン端子（導電端子）４を介して駆動電圧を与えてマ
ルチプレックス駆動することによって画像（例えば、数字、英文字等）を表示するもので
ある。
【００１１】
　図４に示すように、本実施形態の液晶表示装置は、対向配置される第１基板１１および
第２基板１２と、これらの間に配置される液晶層１３を備えている。第１基板１１の一面
側には、セグメント電極１４等が設けられている。第２基板１２の一面側には、コモン電
極１５等が設けられている。第１基板１１および第２基板１２の重なる領域には、その外
縁に沿って、液晶層１３を封止するためのシール材１６が設けられている。このシール材
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１６に囲まれた領域が有効表示領域（内部領域）２に相当する。なお、図示を省略するが
、第１基板１１の一面側、第２基板１２の一面側には、それぞれ配向膜等が適宜設けられ
ていてもよい。
【００１２】
　図２に示すように、第１基板１１の一面側には、複数のセグメント電極１４と、複数の
パッド電極１４ａと、複数のパッド電極１５ａと、複数の引き回し配線１４ｂと、複数の
ダミー電極１４ｃが設けられている。第１基板１１の一面側は、これら各電極および引き
回し配線によって有効表示領域２に対応する領域のほぼ全体が覆われている。同様に、図
３に示すように、第２基板１２の一面側には、複数のコモン電極１５と、複数の引き回し
配線１５ｂと、複数のダミー電極１５ｃが設けられている。第２基板１２の一面側は、こ
れら各電極および引き回し配線によって有効表示領域２に対応する領域のほぼ全体が覆わ
れている。
【００１３】
　ここで、本実施形態のシール材１６は、例えば多数の導電粒子を含有した異方性導電体
であり、各電極および引き回し配線と部分的に重なるように配置されている。このため、
第１基板１１側に設けられた各電極または引き回し配線と、第２基板１２側に設けられた
各電極または引き回し配線が重なった領域においては、シール材１６を介して電気的な接
続が確保される。それにより、第１基板１１と第２基板１２の間の同電位化が実現される
。例えば、第１基板１１の各パッド電極１５ａは、シール材１６を介して、第２基板１２
の各ダミー電極１５ｃまたは引き回し配線１５ｂとの間で電気的な接続が確保されている
。
【００１４】
　また、本実施形態では、第１基板１１の他面（裏面）側に、複数（本例では３つ）のパ
ッド電極１５ａに対応付けてジャンプ配線１７が設けられている。このジャンプ配線１７
は、図２に示すように、対応付けられた各パッド電極１５ａのそれぞれと第１基板１１を
挟んで相対する電極部分（第１部位）と、それら電極部分の間を繋ぐ渡り配線（第２部位
）とを含んでいる。そして、図４に示すように、第１基板１１の一面側の各パッド電極１
５ａと他面側のジャンプ配線１７のそれぞれと接するようにしてピン端子４が設けられて
いる。これにより、ピン端子４を介して、各パッド電極１５ａとジャンプ配線１７とが電
気的に接続され、その結果として３つのパッド電極１５ａの間も電気的に接続される。こ
のため、各パッド電極１５ａと直接的に接続されている第１基板１１上の各電極や引き回
し配線、およびシール材１６を介して各パッド電極１５ａと接続されている第２電極１２
上の各電極や引き回し配線が同電位化される。
【００１５】
（第２実施形態）
　図５は、第２実施形態の液晶表示装置の構造を示す平面図である。図６は、第２実施形
態の液晶表示装置の第１基板に設けられる電極の構造を示す平面図である。図７は、第２
実施形態の液晶表示装置の第２基板に設けられる電極の構造を示す平面図である。図８は
、第２実施形態の液晶表示装置の構造を示す部分平面図である。図９は、第２実施形態の
液晶表示装置の構造を示す部分断面図である。図９は、図８に示すｂ－ｂ線における断面
に対応している。各図に示す本実施形態の液晶表示装置１ａは、第１実施形態と同様に、
有効表示領域２内に、各々独立に点消灯可能な複数のセグメント表示部３を備え、これら
セグメント表示部３に対して、ピン端子４を介して駆動電圧を与えてマルチプレックス駆
動することによって画像（例えば、数字、英文字等）を表示するものである。第２実施形
態の液晶表示装置１ａは、６つのピン端子４を備えている。
【００１６】
　図６に示すように、第１基板１１の一面側には、複数のセグメント電極１４と、複数の
パッド電極１４ａと、複数のパッド電極１５ａと、複数の引き回し配線１４ｂと、複数の
ダミー電極１４ｃが設けられている。第１基板１１の一面側は、これら各電極および引き
回し配線によって有効表示領域２に対応する領域のほぼ全体が覆われている。第１実施形
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態との違いは、パッド電極１４ａ、１５ａの形状および配置と、ジャンプ配線１８の追加
である。具体的には、第２実施形態の各パッド電極１５ａは、図中右上側に２つ並べて配
置されている。また、これら２つのパッド電極１５ａのうち、相対的に左側に配置されて
いる１つのパッド電極１５ａには、ジャンプ配線１８が接続されている。また、ジャンプ
配線１８に囲われた各パッド電極１４ａは、他のパッド電極１４ａないしパッド電極１５
ａに比べて相対的に長さが短く、かつ第１基板１１の上側エッジからの距離がより大きい
。
【００１７】
　同様に、図７に示すように、第２基板１２の一面側には、複数のコモン電極１５と、複
数の引き回し配線１５ｂと、複数のダミー電極１５ｃが設けられている。第２基板１２の
一面側は、これら各電極および引き回し配線によって有効表示領域２に対応する領域のほ
ぼ全体が覆われている。
【００１８】
　図８に示すように、ジャンプ配線１８は、パッド電極１４ａのうち相対的に長さが短い
ものの上端部と基板端部との隙間に配置された直線状の配線部分（第１部位）と、隣り合
うパッド電極１４ａの隙間に配置された直線状の配線部分（第２部位）を有しており、か
つ、図６に示すようにダミー電極１４ｃと接続されている。図９に示すように、ジャンプ
配線１８のうち、パッド電極１４ａの上端部と基板端部との間に配置された直線状の配線
部分は、ピン端子４の広がった隙間の部分に配置されている。このため、ピン端子４は、
パッド電極１４ａとは接触するがジャンプ配線１８とは接触しない状態となる。これによ
り、パッド電極１５ａ、ジャンプ配線１８およびシール材１６を介して、各ダミー電極１
４ｃ、１５ｃと、１つのコモン電極１５（およびこれに接続した引き回し配線１５ｂ）と
の間の電気的な接続が確保される。それにより、第１基板１１と第２基板１２の間の同電
位化が実現される。
【００１９】
（第３実施形態）
　図１０は、第３実施形態の液晶表示装置の構造を示す平面図である。図１１は、第３実
施形態の液晶表示装置の第１基板に設けられる電極の構造を示す平面図である。図１２は
、第３実施形態の液晶表示装置の第２基板に設けられる電極の構造を示す平面図である。
図１３は、第３実施形態の液晶表示装置の構造を示す部分平面図である。各図に示す本実
施形態の液晶表示装置１ｂは、第１実施形態と同様に、有効表示領域２内に、各々独立に
点消灯可能な複数のセグメント表示部３を備え、これらセグメント表示部３に対して、基
板上に配置された駆動用回路チップ１９を用いて駆動電圧を与えてマルチプレックス駆動
することによって画像（例えば、数字、英文字等）を表示するものである。駆動用回路チ
ップ１９は、第１基板１１上にＣＯＧ（Chip　On　Glass）実装されている。
【００２０】
　図１１および図１３に示すように、第１基板１１の一面側には、複数のセグメント電極
１４と、複数のパッド電極２４ａと、複数のパッド電極２５ａと、複数の引き回し配線１
４ｂと、複数のダミー電極１４ｃが設けられている。第１基板１１の一面側は、これら各
電極および引き回し配線によって有効表示領域２に対応する領域のほぼ全体が覆われてい
る。
【００２１】
　同様に、図１２に示すように、第２基板１２の一面側には、複数のコモン電極１５と、
複数の引き回し配線１５ｂと、複数のダミー電極１５ｃが設けられている。第２基板１２
の一面側は、これら各電極および引き回し配線によって有効表示領域２に対応する領域の
ほぼ全体が覆われている。
【００２２】
　第１実施形態との違いは、パッド電極２４ａ、２５ａの形状および配置と、ジャンプ配
線２０の追加である。図１３に示すように、本実施形態の各パッド電極２５ａは、駆動用
回路チップ１９の実装に適した形状、大きさに設けられている。４つのパッド電極２５ａ
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のうち、相対的に左側に配置されている３つのパッド電極２５ａの間はジャンプ配線２０
によって相互に接続されている。ジャンプ配線２０は、パッド電極２５ａの相互間を繋ぐ
ように図中左右方向へ延びる直線状の配線部位と、隣り合うパッド電極２４ａの間に配置
された図中上下方向に延びる直線状の配線部位を有しており、３つのパッド電極２５ａの
相互間を電気的に接続する。各パッド電極２４ａ、２５ａは、導電粒子を含有する導電材
（図示略）を介して、駆動用回路チップ１９に設けられたバンプと電気的に接続する。換
言すれば、駆動用回路チップ１９は、各パッド電極２４ａ、２５ａを覆って配置されてお
り、それらと電気的に接続されている。また、ジャンプ配線２０は、駆動用回路チップ１
９と平面視で重なる領域内に設けられている。これにより、パッド電極２４ａ、２５ａ、
ジャンプ配線２０およびシール材１６を介して、各ダミー電極１４ｃ、１５ｃと１つのコ
モン電極１５（およびこれに接続した引き回し配線１５ｂ）との間の電気的な接続が確保
される。それにより、第１基板１１と第２基板１２の間の同電位化が実現される。
【００２３】
（第４実施形態）
　図１４は、第４実施形態の液晶表示装置の構成を示す概念図である。図示の液晶表示装
置１ｄは、上記した第１実施形態の液晶表示装置１と同様の構成を備えており、各ピン端
子４を介して、プリント基板２２上の駆動用回路チップ２１と接続されている。プリント
基板２２上には、各ピン端子４と駆動用回路チップ２１とを接続するための配線部２３が
設けられている。この配線部２３において、同電位化したい電極に繋がっている３つの配
線が相互接続されている。また、一部の配線は、上記した相互接続するための共通配線を
ジャンプして設けられている。このようにプリント基板２２上でジャンプ配線を行うこと
によっても、第１基板１１と第２基板１２の間の同電位化が実現される。
【００２４】
（第５実施形態）
　図１５は、第５実施形態の液晶表示装置の構成を示す概念図である。図示の液晶表示装
置１ｅは、上記した第１実施形態の液晶表示装置１と同様の構成を備えており、フレキシ
ブルプリント基板２６を介して図示しない駆動用回路チップと接続されている。フレキシ
ブルプリント基板２６には、配線部２７が設けられており、この配線部２７において、同
電位化したい電極に繋がっている４つの配線が相互接続されている。これら配線を接続す
るためのジャンプ配線を設けるには、フレキシブルプリント基板２６として両面型のもの
を用いるか、あるいは２層配線型のフレキシブルプリント基板を用いればよい。このよう
にフレキシブルプリント基板２６上でジャンプ配線を行うことによっても、第１基板１１
と第２基板１２の間の同電位化が実現される。
【００２５】
　以上のような各実施形態によれば、液晶表示装置の基板間の同電位化を図るための新規
な技術が提供される。
【００２６】
　なお、本発明は上記した実施形態の内容に限定されるものではなく、本発明の要旨の範
囲内において種々に変形して実施をすることが可能である。例えば、各実施形態において
、パッド電極と電気的に接続されるものは画素電極（セグメント電極またはコモン電極）
、引き回し配線又はダミー電極のいずれであってもよい。
【符号の説明】
【００２７】
　１：液晶表示装置
　２：有効表示領域
　３：セグメント表示部
　４：ピン端子
　１１：第１基板
　１２：第２基板
　１３：液晶層
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　１４：セグメント電極
　１４ａ：パッド電極
　１４ｂ：引き回し配線
　１４ｃ：ダミー電極
　１５：コモン電極
　１５ａ：パッド電極
　１５ｂ：引き回し配線
　１５ｃ：ダミー電極
　１６：シール材
　１７：ジャンプ配線

【図１】 【図２】

【図３】
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【図１０】

【図１１】
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